
厚南の開作（2003年の様子）

きょう土を
開く

⑴ 厚
こ う な ん

南の開
か い さ く

作

　厚
こ

東
と う

川
が わ

下
か

流
りゅう

の厚南地
ち く

区には、広い平

地が続
つ づ

いています。この平地はむかし

の人々が長い時間をかけて海を陸
り く

地
ち

に

かえたものです。

　開作とはどんな意
い み

味なのでしょうか。

　海をうめ立てて土地にすることをかんたくと言いますが、江
え

戸
ど

時代、山口県をおさめていた毛
も う り は ん

利藩はこれを開作とよん

でいました。
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広がってきた厚南の開作

開作年表

やってみよう

① 開作される前の海
かいがんせん

岸線を青でな

ぞってみましょう。

②開作べつに色をぬりましょう。

戦せ
ん
ご
く国
時
代

1521 際
きわなみ
波開作

1527 際波沖開作

1690 江
え
ノ内
うち
開作

江え

　
戸ど

　
時
　
代
（
毛も
う

　
利り

　
氏し

）

1693 鵜
う
ノ島開作

1699 浜
はまだ
田開作

1782 上
かみ
開作

1787 中野開作

1789 古
こ ち
地（外

そと
）開作

1792 御
ご ぶ い く
撫育用水

1817 妻
つまざき
崎開作

1845 前
まえ
開作

1857 居
いの う
能開作

1859  妻崎新開作（竹
の子島がりくつ
づきになる。）

明治元年 波
は た の
多野開作

昔の人たちは、開作にどんな願
いをもっていたんだろう。
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資料提供／モリ・アート

　厚東川の河
か こ う

口には、たくさんの土
ど し ゃ

砂が運
は こ

ばれ、ひがたができて

いました。そのひがたのまわりに、たくさんの石をしずめ、その上に

石がきを組み、土
ど

のうをつんで、ていぼうをきずきました。

　近くの農家の人たちは、

工事の手伝いにでなけれ

ばなりませんでした。なので、ていぼう

をつくる工事は、冬に行いました。

　ていぼうの石垣
が き

の石は、近くの山や

竹の子島、遠くの秋
あ い お

穂の方からも船で

運びました。

　今のように、進んだ道具や機
き

械
か い

が

なかったので、ていぼうができ上がるま

でに、多くの人でがかかりました。

きょう土資料館の人の話

じょれん

四人づき

もっこ

むかしの道具
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　むかしの日本は、米がどれだけとれ

るかということで、地いきのゆたかさを

はかっていました。

　ぜい金もおもに、米でおさめていま

した。

　毛
も う り は ん

利藩は、ゆたかな藩にするため

に、米・塩
し お

・和
わ

紙
し

・ろうの生
せいさん

産を高めることに力を注
そ そ

ぎました。

（四
し

白
は く せ い さ く

政策）そのため、新
し ん で ん

田の開発につとめ、厚南にも800

町
ちょうほ

歩（約800ヘクタール）という水
すいでん

田ができたのです。こうして、長

い年月をかけて開作された厚南平野は、毛利藩の穀
こ く そ う ち た い

倉地帯として

知られていました。

　工
こ う

事
じ

が終わると、ていぼうがく

ずれて海の水が入ってくることを

おそれた人々は、そこにお宮
み や

をた

て、水害などのぎせい者の霊
れ い

をな

ぐさめるとともに、農
のうぎょう

業が栄
さ か

え

るようにいのりました。

むかしのていぼうあと

厚南の水田

妻
つまざき

崎開作の守
し ゅ ご し ん

護神 妻崎神社

田や畑

開作（干拓）
かん     たく

ひいたしおをせきとめて
土地にする。

むかし、ていぼう
だったところ

新しい
ていぼう

しおがみちたとき

しおがひいたとき

もとからの土地新しい土地
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⑵ 御
ご

撫
ぶ

育
い く

用
よ う

水
す い

路
ろ

　際
きわなみ

波沖開作ができたころは、西
に し が お か

ヶ丘のため池の水をひいていま

した。ところが、中野開作ができると、雨水やため池の水では足りな

くなりました。

　そこで、1788

年に、 毛
も う り は ん

利藩

の撫
ぶ

育
い く

局
きょく

が厚

東川から水をひ

くことを考え、

五
ご た が せ

田ヶ瀬にせき

を作り、用水路

の工事を始めま

した。

キーワード
「撫育局」

かいせつ  撫育局と
は、萩藩毛利氏の
財
ざ い せ い た ん と う ぶ き ょ く

政 担当部局の
一つ。製

せいえん

塩などの
殖
しょくさんこうぎょう

産興業を行った
組織。※ここではお
もに新田開発を行
いました。
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今の五田ヶ瀬のせき（取り入れ口）

もとの五田ヶ瀬のせき略
りゃくず

図（上から見た図）

記念ひと樋
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門
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↑ ↑
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ひ
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ど
う
し
て
、
遠
い
と

こ
ろ
か
ら
み
ず
を
ひ

い
た
の
か
な
。

堤
ていぼう

防の中を通る水
路のことを樋

ひ

管
かん

とい
って、その入口を樋

ひ

門
もん

と呼びます。
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辰
たつ

の口
くち

ずい道あと

　工事の計画は、毛利藩の撫育局がたてましたが、じっさいの工事

は、地いきの農家の人たちが行いました。工事といっても、今のよ

うな機
き か い

械などはありません。土をほるのも、ほり出した土を運ぶの

も、すべて人の力ですすめられました。

　水路には、ひとつひとつ石をつみ重
か さ

ねて、水がもれないようにし

ました。とちゅうの広
ひ ろ せ

瀬台地では、たがねで岩ばんをくりぬいて、ト

ンネルをほりました。中野開作まで水をひくのに、およそ５年かかり

ました。

やってみよう

● 色をぬりましょう。

すごく時間のか
かる作ぎょうだ
ったんだね。

どうやって使う
のかな。

むかしの道具

つるはし

げんのう

たがね
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改修記念のひ

昭和ずい道

昭和
ずい道

辰の口
くりぬき

広瀬台地

厚厚

東東

川川

　用水路は、石組みやしがらみ（竹

で作ったさく）の外側
がわ

を土
ど

るいでか

ためただけだったので、改修工事

にとりかかりました。1932年（昭

和7年）から6年間かかって、いた

んだ水路をコンクリートで作り直
なお

しました。その時、広瀬台地付近

では新しいトンネルをつくって水

路を短
みじか

くしました。

　御撫育用水路は、雨が

多くても、少なくても水門

を調整して、必要な量の水を流すこと

ができるため、農家の人たちにとって

なくてはならないものです。

農家の人の話

用水路の改修で、人々のくらし
はどのように変わったのかな。
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常盤池

⑶ 常
と き わ い け

盤池

　今からおよそ300年前に、当時、宇部をおさめていた福
ふ く ば ら

原

氏（毛利氏の家
か

老
ろ う

）のけらい椋
む く な し

梨権
ご ん

左
ざ え

衛門
も ん

俊
と し ひ ら

平がさしずして、

２年がかりでできたため池です。

　俊平は、小高い土地の間にある広くて長い谷を見つけ、その

一番せまい所に土手（本
ほ ん

土
ど て

手）をきずいて、まわりの台地から

流れ出る水が、自
し

然
ぜ ん

にたまるようにしました。

　このようにして、野
の

中
な か

、則
の り さ だ

貞、草
く さ

江
え

、梶
かじがえし

返など400ヘク

タールもの広い土地で米がとれるようになりました。
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当時の駒の頭水落口

⑷ 川
か わ ご え

越の噴
ふ ん す い

水（駒
こ ま

の頭
かしら

）

　二
ふ た ま た せ

俣瀬の木
き だ

田は、厚東川よりも高いところにあるので、厚

東川の水を使うことができず、むかしはあれ地のままでした。

　今からおよそ 600 年前、藤
ふ じ も と

本五
ご

左
ざ

衛
え

門
も ん

は、なんとかしてこ

のあたりをゆたかな田にしたいと考えました。

　そこで、近くの甲
こ う や ま が わ

山川を上流でせきとめ、その水を厚東川

の岸
き し

までひいて、そこからは、木のくだを使い川
か わ ぞ こ

底を通して、

噴
ふ ん す い

水のしくみで向
む

こう岸にふき出させました。

　こうして、あれていた木田のあたりも、米がとれるようになり、

今も水田の約３分の１は、この用水で米を作っています。
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（今はヒューム管）
水
落
口

二
俣
瀬
小

厚
　東
　川
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文

文

　今からおよそ120年前の船木を流れる有
あ り

帆
ほ

川
が わ

は、西口の布
ぬ の

目
め

橋（今の船木大橋〜橋の高さも今の半分）から指
し

月
づ き

を通っ

て大野の瑞
ずいしょうあん

松庵の下で淵
ふ ち

（ 川 な ど の 水 が 深 く
よどんでいるところ）となり、新川まで約

1.5㎞流れていました。毎年のように田畑は、洪水にあらされ

て、市街地の人家も水びたしになり、このあたりの人々はこ

まっていました。

　明治５年、改
かいしゅうぶぎょう

修奉行の中野荒次（萩の人）が治
ち

水
す い

工事を

受け持ち、茶屋の岡
お か

治
じ

助
す け

が工事を監
か ん と く

督しました。水田だった

所（第二布目橋付近から大野橋あたり）を多くの農民の手で茶

屋から新川にほりぬいて、約400ｍにちぢめ、水害を減
へ

らすよ

う努めました。

　その後、新川という集落ができ、酒屋、菓
か

子屋、八百屋も

できました。

洪水がなくなったから、人
が住みやすくなって、新し
い集落ができたんだね。
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